
藤居製作所

穴
あ
け
バ
リ
簡
単
除
去

　
藤
居
製
作
所
は
生
産
工
程

に
用
い
る
切
削
工
具
の
製
造

・
販
売
が
主
力
。
メ
ー
ン
製

品
は
穴
あ
け
バ
リ
を
簡
単
に

除
去
す
る
工
具
「
イ
ン
ナ
ー

カ
ッ
ト
」
シ
リ
ー
ズ
。
円
筒

状
の
加
工
物
に
あ
け
た
穴
の

内
面
の
バ
リ
を
、
棒
状
ホ
ル

ダ
ー
先
端
の
カ
ッ
タ
ー
を
回

転
さ
せ
除
去
す
る
。
材
質
は

金
属
や
硬
質
樹
脂
・
ゴ
ム
な

ど
に
対
応
。
中
で
も
「
シ
リ

ー
ズ
Ｌ
Ｇ
型
」
は
直
径
１
・

３

の
小
径
穴
の
バ
リ
取

り
が
可
能
だ
。
Ｌ
Ｇ
型
よ
り

大
型
サ
イ
ズ
の
穴
に
使
用
す

る
「
同
Ｉ
Ｃ
―
Ｄ
型
」
な
ど

も
そ
ろ
え
て
い
る
。

　
同
社
は
製
品
開
発
に
お
い

て
良
好
な
作
業
性
を
重
視
す

る
。
こ
う
し
た
姿
勢
が
顧
客

か
ら
の
信
頼
を
獲
得
し
製
品

の
品
質
や
認
知
度
を
向
上
さ

せ
て
い
る
。
イ
ン
ナ
ー
カ
ッ

ト
は
円
筒
状
ワ
ー
ク
内
を
動

く
シ
リ
ン
ダ
ー
の
損
傷
防
止

に
も
効
果
を
発
揮
。
自
動
車

や
空
調
機
器
関
連
部
品
の
精

度
要
求
に
応
え
て
い
る
。

ワコール

学
生
と
デ
ザ
イ
ン
創
作

　
ワ
コ
ー
ル
は
京
都
精
華
大

学
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
４
―
７
月
に
実
施
。
子
会

社
の
ウ
ン
ナ
ナ
ク
ー
ル
が
協

力
し
、
同
大
学
の
授
業
で
プ

ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科
の

３
年
生

人
が
「
次
世
代
の

イ
ン
ナ
ー
ウ
エ
ア
」
の
デ
ザ

イ
ン
に
取
り
組
ん
だ
。
グ
ル

ー
プ
で
の
研
究
を
経
て
着
け

心
地
や
機
能
を
追
求
し
た
作

品
づ
く
り
に
個
人
で
挑
戦
。

同
社
の
期
待
に
応
え
る
既
成

概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
創
造

性
や
ア
イ
デ
ア
に
富
ん
だ
作

品
が
出
そ
ろ
っ
た
。

　
７
月
の
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
た
た
む

と
バ
ラ
の
形
に
な
る
ブ
ラ
ジ

ャ
ー
を
最
優
秀
賞
に
、
旅
行

用
の
使
い
捨
て
パ
ン
ツ
を
優

秀
賞
に
、
滑
り
に
く
く
速
く

走
れ
る
靴
下
な
ど
３
作
品
を

特
別
賞
に
選
ん
だ
。
受
賞
作

品
は
商
品
化
を
具
体
的
に
検

討
し
て
お
り
、
５
作
品
す
べ

て
を
８
月
に
開
い
た
ウ
ン
ナ

ナ
ク
ー
ル
の
得
意
先
展
示
会

で
披
露
し
た
。

サムコ

海
外
の
大
学
と
も
組
む

　
サ
ム
コ
は
プ
ラ
ズ
マ
化
学

気
相
成
長

Ｃ
Ｖ
Ｄ

装
置

や
ド
ラ
イ
エ
ッ
チ
ン
グ
装

置
、
ド
ラ
イ
洗
浄
装
置
な

ど
、
半
導
体
・
電
子
部
品
の

製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
。
産
学

連
携
の
事
例
で
は
パ
ワ
ー
半

導
体
の
材
料
と
し
て
注
目
を

集
め
る
炭
化
ケ
イ
素

Ｓ
ｉ

Ｃ

や
窒
化
ガ
リ
ウ
ム

Ｇ

ａ
Ｎ

な
ど
化
合
物
半
導
体

関
連
で
地
元
の
京
都
大
学
や

山
口
大
学
な
ど
の
地
方
大
学

と
も
連
携
し
、
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

　
ま
た
海
外
で
の
産
学
連
携

も
積
極
的
に
展
開
す
る
。
米

国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科

大
学

Ｍ
Ｉ
Ｔ

と
は
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
英
国
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
は
酸
化
物

半
導
体
、
中
国
の
清
華
大
学

と
は
ナ
ノ
加
工
技
術
で
共
同

研
究
し
、
北
京
大
学
と
も
昨

春
か
ら
窒
化
物
半
導
体
で
連

携
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
今
後
、
イ
ン
ド
の

大
学
内
に
微
小
電
気
機
械
シ

ス
テ
ム

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

や
半

導
体
レ
ー
ザ
ー
向
け
製
造
装

置
の
研
究
開
発
拠
点
を
開
設

す
る
計
画
も
検
討
中
だ
。

三洋化成工業

共
同
研
究
の
成
果
活
用

　
三
洋
化
成
工
業
は
研
究
開

発

Ｒ
＆
Ｄ

型
企
業
と
し

て
大
学
と
の
共
同
研
究
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
。
先
端

的
で
将
来
性
が
見
込
め
る
が

情
報
の
不
足
し
が
ち
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
、
バ
イ
オ
ケ
ミ
ス
ト
リ

ー
、
触
媒
化
学
な
ど
の
分
野

を
中
心
に
、
京
都
大
学
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
連

携
し
、
交
流
を
深
め
て
い

る
。

　
現
在
進
め
て
い
る
研
究
は

件
で
、
年
を
追
っ
て
増
加

傾
向
に
あ
る
。
２
０
０
８
年

に
稼
動
し
た
桂
研
究
所
は
京

都
大
学
桂
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣

接
す
る
桂
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ク

京
都
市
西
京
区

内
に
位
置
し
、
同
社
の
構
築

し
て
い
る
研
究
開
発
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
。

　
今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
新

た
な
中
期
経
営
計
画
の
中
で

研
究
部
門
は
戦
略
的
開
発
品

の
研
究
・
開
発
に
力
を
注
い

で
い
る
が
、
こ
れ
ら
ア
イ
テ

ム
の
基
礎
技
術
に
も
過
去
の

共
同
研
究
の
成
果
が
数
多
く

織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

日新電機

技
術
者
育
成
サ
ポ
ー
ト

　
日
新
電
機
で
は

年
度
か

ら
同
志
社
大
学
理
工
学
部
電

気
工
学
科

研
究
室

と
連

携
し
「
合
同
技
術
懇
話
会
」

を
開
催
し
て
い
る
。
産
業
界

の
最
新
技
術
や
取
り
組
み
を

直
接
学
生
に
伝
え
る
こ
と
で

次
世
代
技
術
者
の
教
育
、
育

成
を
支
援
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
累
計
で
７
３
０
人
の
学

生
が
参
加
し
た
。
同
大
学
大

学
院
で
は
工
学
研
究
科
の
連

携
大
学
院
と
し
て
学
生
を
受

け
入
れ
、
修
士
論
文
研
究
の

指
導
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
大
阪
大
学
基
礎
工

学
部
と
は

年
度
か
ら
「
電

気
工
学
特
別
講
義
」
の
講
師

に
同
社
研
究
開
発
部
門
の
部

門
長

社
内
フ
ェ
ロ
ー

を

派
遣
。
国
内
大
学
で
電
力
関

連
の
専
門
講
座
が
少
な
い
状

況
下
で
、
学
生
が
技
術
者
と

し
て
社
会
に
出
る
た
め
の
知

識
習
得
に
貢
献
し
て
い
る
。

一
方
、
海
外
で
は
中
国
の
四

川
大
学
や
大
連
理
工
大
学
と

の
連
携
を
継
続
。
電
子
線
に

よ
る
高
分
子
材
料
の
改
質
や

薄
膜
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
で

共
同
研
究
を
進
め
て
い
る
。

太陽精機

振
動
制
御
で
連
携
実
る

　
太
陽
精
機
は
数
年
前
か
ら

大
学
と
の
連
携
を
本
格
化
し

て
い
る
。
紙
折
り
機
、
丁
合

機
、
製
本
機
、
断
裁
機
の
製

本
工
程
機
を
手
が
け
る
同
社

は
、
名
古
屋
工
業
大
学
と
は

振
動
制
御
技
術
で
、
岐
阜
大

学
と
は
画
像
処
理
技
術
で
共

同
研
究
・
開
発
を
進
め
て
き

た
。
堀
英
二
郎
副
社
長
は

「
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
れ

ば
、
ど
の
先
生
と
連
携
す
れ

ば
よ
い
か
担
当
者
が
行
き
着

く
」
と
、
仕
事
に
取
り
組
む

姿
勢
の
重
要
さ
を
説
く
。

　
名
古
屋
工
大
と
の
事
例
で

は
、
こ
れ
ま
で
経
験
に
よ
る

構
造
の
工
夫
な
ど
で
製
本
工

程
機
の
振
動
を
抑
え
て
い
た

も
の
を
、
機
械
フ
レ
ー
ム
の

補
強
部
分
を
数
値
で
把
握
で

き
る
よ
う
に
し
て
効
率
的
な

振
動
制
御
に
つ
な
げ
た
。
地

元
の
京
都
工
芸
繊
維
大
学
と

は
製
本
材
料
の
共
同
開
発
に

取
り
組
む
な
ど
、
単
独
で
は

限
界
の
あ
る
高
度
な
研
究
開

発
を
産
学
連
携
で
進
め
る
。

有
力
企
業
の
連
携
事
例
・
新
技
術
�

宝酒造

京
都
で
食
育
イ
ベ
ン
ト

　
宝
酒
造
は
社
会
・
環
境
貢

献
活
動
の
一
環
で
、
自
然
の

恵
み
と
命
の
つ
な
が
り
を
学

ぶ
イ
ベ
ン
ト
「
田
ん
ぼ
の
学

校
」
を
開
催
。
今
年
は
京
都

府
の
後
援
を
得
て
、
初
め
て

府
内
で
実
施
し
て
い
る
。
親

子
で
田
植
え
や
草
取
り
、
稲

の
刈
り
取
り
を
体
験
し
て
も

ら
い
、
栽
培
し
た
米
か
ら
本

み
り
ん
を
製
造
し
て
参
加
者

の
家
庭
に
届
け
る
予
定
だ
。

　
料
飲
店
な
ど
と
連
携
し
て

行
う
「
松
竹
梅
白
壁
蔵

生

も
と
純
米

を
楽
し
む
会
」

で
は
、
清
酒
と
和
食
や
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
料
理
と
の
組
み

合
わ
せ
を
提
案
し
清
酒
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

年
度
は

５
０
０
回
開
催
し
、
約
１
万

５
０
０
０
人
が
参
加
。
海
外

で
も

月
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ

リ
と
英
国
・
ロ
ン
ド
ン
で
初

め
て
実
施
し
た
。

　

年
度
は
首
都
圏
に
絞
り

１
０
０
回
開
催
予
定
。
海
外

で
は
６
月
に
イ
タ
リ
ア
・
ロ

ー
マ
で
開
き
好
評
を
得
た
。

産
学
公京都

連
携
パ
ワ
ー
生
か
し
勝
つ
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